
992014年3月号

特設記事



100 2014年3月号

　本誌には，写真1に示すUSBマイコン基板「ト
ラ技ARMライタ」が付属しています．
　32ビットCPU Cortex－M0とUSBインターフェ
ース回路を内蔵するLPC11U35が搭載されています．
ファームウェアしだいで，パソコンで制御できる
USB I/Oアダプタになったり，ARMデバッガにな
ったりします（図1）．

とにかくいろいろ使ってほしい

● 応用1…汎用のUSBアダプタ
　USBケーブルを介してUART通信ポートをもった
モジュールや他のマイコンとシリアル通信ができます．
　パソコンからXBeeモジュールの設定を変更したり，
LPC1114やLPC810などの他のマイコンにプログラム
を書き込んだりできます（写真2）．つまり，先月号で
紹介したUSB－シリアル変換モジュールMPL2303SA
（写真3）と同じ機能をもたせることができます．

部品実装面側

はんだ面側

図1　トラ技ARMライタはいろいろ使える

写真1　完成！トラ技ARMライタ
ファームウェアの入れ替えによって，デバッガになったりUSB－シリア
ル変換ボードになったり…
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● 本3月号の特集と特設記事，そして次号4月号の関連記事の実験製作に使え
るソフトウェア類は，本誌ホームページ（http://toragi.cqpub.co.jp/）の特設サ
イト「8ピンDIP ARMエントリ誕生」で公開しています． 〈編集部〉
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マルチな奴！
トラ技ARMライタ誕生

あるときはUSB I/Oアダプタ，
そしてあるときはARMデバッガ

そして
またある
ときは
 mbed？
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